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◎
瑞
宝
双
光
章　
　

　
　

元
村
岡
町
消
防
団

 

団　

長　
　

浅
田　

重
男

　
　

元
芦
屋
市
消
防
団

 

団　

長　
　

松
浦　

信
行

　
　

元
上
郡
町
消
防
団

 

団　

長　
　

村
上　

重
之

　
　

元
宝
塚
市
消
防
団

 

団　

長　
　

和
田　

哲
也

◎
瑞
宝
単
光
章

　
　

元
神
戸
市
西
消
防
団

 

副
団
長　
　

穴
田　

勝
進

　

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に
わ

た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
災

害
か
ら
防
護
す
る
と
と
も
に
、
消
防

力
の
強
化
・
拡
充
に
尽
力
し
、
社
会

公
共
の
福
祉
の
増
進
及
び
業
界
の
発

展
に
寄
与
し
た
消
防
関
係
の
方
々
で

す
。

　

伝
達
式
は
、
五
月
一
八
日
（
月
）

十
一
時
か
ら
東
京
・
虎
ノ
門
の
日
本

消
防
会
館
内
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で

執
り
行
わ
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
各
代

表
者
に
叙
勲
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉

　

瑞
宝
小
綬
章 

四
〇
名

　

旭
日
双
光
章 

二
名

　

瑞
宝
双
光
章 

一
二
一
名

　

瑞
宝
単
光
章 

四
〇
三
名

　
　
　

計 

五
六
六
名

〈
兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）〉

◎
瑞
宝
小
綬
章

　
　

元
尼
崎
市

 

消
防
正
監　
　

堂
本　

嘉
巳

　
　

元
豊
岡
市
出
石
消
防
団

 

団　

長　
　

石
田　

和
正

　
　

元
西
宮
市
消
防
団

 

分
団
長　
　

井
上　

義
夫

　
　

元
赤
穂
市
消
防
団

 

分
団
長　
　

大
國　

光
男

　
　

元
加
古
川
市
消
防
団

 

副
団
長　
　

梶
野
登
志
次

　
　

元
加
西
市
消
防
団

 

分
団
長　
　

岡　

和
義

　
　

元
佐
用
町
消
防
団

 

副
団
長　
　

小
松　

愽
之

　

平
成
二
一
年
春
の
叙
勲
が
四
月
二
九
日
（
昭
和
の
日
）
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
関
係
の
受
章
者
は
、
全
国
で
五
六
六
名
、
う
ち
兵
庫
県
で
は
、
元
消
防

団
員
・
職
員
十
六
名
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

県
下
か
ら
消
防
功
労
に
よ
り
一
六
名
が
受
章

平
成
二
一
年
春
の
叙
勲

　
　

元
関
宮
町
消
防
団

 

団　

長　
　

西
垣　

保
巳

　
　

元
相
生
市
消
防
団

 

副
団
長　
　

西
田　

清
和  

春の叙勲伝達式

伝達式に参列された方々

　
　

元
尼
崎
市
消
防
団

 

分
団
長　
　

中
堂　
　

健

　
　

元
山
崎
町
消
防
団

 

副
団
長　
　

南
光　

正
和
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私
の
所
属
す
る
小
野
市
消
防
団
東

分
団
特
設
部
は
、
小
田
町
と
い
う
市

の
北
東
部
に
位
置
し
、
中
心
に
は
東

条
川
が
流
れ
田
畑
や
森
林
に
囲
ま
れ

た
穏
や
か
な
風
土
の
町
を
管
轄
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
の
父
の
時
代
の
消
防
団
は
、
自

営
業
等
、
管
轄
内
で
仕
事
を
し
て
お

ら
れ
る
方
が
多
く
、
い
ざ
と
い
う
時

　

神
戸
市
の
西
北
端
に
位
置
す
る
大

沢
町
は
、
三
木
市
に
隣
接
し
た
戸
数

約
三
四
〇
戸
の
小
さ
な
農
業
の
ま
ち

で
す
。
そ
の
中
の
市
原
と
い
う
集
落

に
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
の
「
豊

歳（
と
よ
と
し
）神
社
」が
あ
り
ま
す
。

室
町
時
代
の
初
期
に
、
隣
村
の
長
尾

村
か
ら
六
戸
の
農
家
が
移
り
住
ん
で

開
墾
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
際
、
産
土
神
（
う
ぶ
す
な
が
み
）

と
し
て
長
尾
村
の
村
神
大
歳
神
社
の

分
祠
大
歳
大
神
を
、
又
本
尊
阿
弥
陀

如
来
尊
像
を
氏
仏
と
し
て
奉
戴
し
、

阿
弥
陀
堂
に
安
置
さ
れ
、
旧
暦
一
月

六
日
に
は
御
当
（
お
と
う
）
行
事
を

仏
式
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
室
町
の
中
期
頃
、
肥
後
の

国
、
佐
賀
の
浪
士
仲
井
市
之
丞
守
国

が
故
あ
っ
て
当
地
に
転
居
、
彼
は
こ

の
地
を
熱
心
に
開
墾
し
、
ま
た
敬
神

の
念
も
厚
く
、
大
い
に
鎮
守
神
を
崇

敬
し
ま
し
た
。
し
か
し
社
殿
が
狭
小

な
の
で
、
彼
が
大
願
主
と
な
り
私
財

を
投
じ
て
永
正
八
年（
一
五
一
一
年
）

に
新
た
に
社
殿
を
造
営
。
そ
の
際
、

特
に
崇
敬
す
る
豊
受
大
神
を
伊
勢
の

国
渡
会
（
わ
た
ら
い
）
神
主
よ
り
勧

請
し
て
大
歳
神
社
と
合
祀
。
社
名
を

豊
歳
神
社
と
改
名
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
寛
文
三
年
及
び
江
戸
末

期
に
一
部
修
理
が
さ
れ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
明
治
維
新
と
な
り
、

一
八
六
八
年
の
神
仏
分
離
令
に
よ

り
、
万
一
に
も
祭
神
の
破
棄
さ
れ
る

こ
と
を
恐
れ
、
こ
れ
を
幽
隠
。
神
社

明
細
帳
作
成
の
際
、
調
査
の
結
果
、

本
殿
西
室
に
大
歳
大
神
、
東
室
に
豊

受
大
神
が
祭
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
四
八
年
三
月
に
県
文
化
財
に
、
昭

和
五
四
年
五
月
に
国
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
一
年
か

ら
一
年
余
り
か
け
て
修
復
さ
れ
永
正

八
年
の
建
立
当
初
の
姿
に
復
元
。
ま

た
、
平
成
一
六
年
九
月
に
は
覆
屋
の

茅
葺
を
銅
板
葺
に
し
て
保
存
状
態
を

強
化
し
、
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世

に
伝
え
ん
と
保
全
に
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。建
造
物
は
棟
札
に
よ
る
と
、

永
正
八
年
（
一
五
一
一
年
）
一
一
月

に
上
棟
、
寄
進
者
は
紀
守
国
、
大
工

は
南
部
の
宝
田
宗
行
、
小
工
は
藤
原

定
行
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は

一
見
社
隅
木
入
春
日
造
で
、
間
口
四

尺
、
奥
行
七
尺
二
寸
の
小
規
模
な
社

殿
で
す
が
、
覆
屋
内
に
あ
る
た
め
保

存
状
態
は
極
め
て
良
く
、
ま
た
後
世

改
造
の
跡
も
少
な
い
よ
う
で
す
。
建

物
は
丹
塗
り
で
、
組
物
、
彫
刻
等
に

極
彩
色
、
羽
目
板
等
に
は
彩
画
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
庇
や
正
面
の
意
匠

に
特
色
が
あ
る
と
と
も
に
、
細
部
に

至
る
ま
で
完
存
し
て
お
り
、
室
町
時

代
後
期
の
様
式
を
う
か
が
う
こ
と
の

で
き
る
遺
構
と
し
て
貴
重
な
財
産
で

す
。

　

消
防
団
で
は
、
こ
の
財
産
を
守
る

た
め
、
定
期
的
に
消
火
装
置
の
点
検

を
行
い
、
一
月
二
六
日
の
文
化
財
防

火
デ
ー
に
は
消
火
訓
練
も
行
っ
て
、

大
切
な
文
化
財
の
保
全
に
努
め
て
い

ま
す
。

に
は
迅
速
な
活
動
が
行
え
て
い
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た

現
在
で
は
市
外
へ
勤
務
さ
れ
て
い
る

方
等
平
日
の
昼
間
に
関
し
て
は
殆
ど

の
団
員
が
不
在
と
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
火
災
や
水
害
等
が
発
生
し
た
場

合
、
召
集
を
か
け
て
も
迅
速
に
集
ま

る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
伴
う
団
員
の
減

少
と
、
高
齢
化
も
年
を
追
う
ご
と
に

加
速
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今

後
の
我
々
の
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
と
は
い
え
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え

で
は
良
い
方
向
に
向
か
う
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
団
員
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
協
力

を
得
る
等
、
自
主
防
災
組
織
の
方
々

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
有
事

の
際
に
団
員
が
不
在
で
あ
っ
て
も
迅

速
に
対
処
で
き
る
方
法
を
模
索
し
、

住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
を
送

れ
る
状
況
を
作
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
住
民
に
も
っ
と

消
防
団
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
消
防
団
を
住
民
の
方
々
に
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
い
と
消
防

団
は
普
段
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
大

半
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
手
始
め
に
二
年
前
で
す
が
、

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
地
区
の
体
育

祭
の
一
部
分
と
し
て
我
々
特
設
部
が

ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
水
の
出
し
方
が
こ
ん
な
に
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
の
か
と
い
う
感
想

や
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
は
操
法
を
見
て
懐

か
し
さ
を
味
わ
っ
た
等
、
夏
の
暑
い

時
期
に
操
法
練
習
を
一
生
懸
命
や
っ

て
よ
か
っ
た
な
と
い
う
充
実
感
と
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
皮
切
り
に
、

昨
年
五
月
市
の
操
法
大
会
で
初
の
優

勝
と
い
う
栄
冠
も
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け

に
町
と
の
関
わ
り
が
一
層
深
ま
り
、

消
防
団
に
対
す
る
理
解
も
以
前
よ
り

は
深
ま
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ

れ
か
ら
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

積
極
的
に
住
民
の
方
々
と
関
わ
っ
て

行
き
、
互
い
に
理
解
し
合
い
良
い
方

向
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か

け
は
、
市
役
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
現
在
地
元
の
自
治
会
で

役
員
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
他

の
若
手
住
民
と
比
較
し
て
地
域
に
明

る
い
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
地
元
消
防

団
員
の
方
々
か
ら
熱
心
な
勧
誘
を
受

け
、
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
岩
屋
地
区
第

一
分
団
は
、
管
轄
地
域
が
住
宅
密
集

地
で
あ
り
、
ま
た
、
古
い
家
屋
も
多

い
こ
と
か
ら
、
建
物
火
災
な
ど
の
際

に
は
類
焼
の
危
険
性
を
常
に
抱
え
て

い
る
た
め
、
非
常
に
迅
速
か
つ
適
切

な
消
火
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
地
域
事
情
の
中
、
現
場
や

月
例
訓
練
な
ど
で
先
輩
方
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
日
々
、
経
験
値
を
蓄

え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

く
、｢

奉
仕
の
精
神｣

を
持
っ
て
い
る

者
で
な
い
と
務
ま
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
有
事
の
際
に
は
、
昼
夜
を

問
わ
ず
出
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
先
輩
方
の
消
防
や
防
災
に

対
し
て
取
り
組
む
姿
勢
に
は
、
本
当

に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
に
も
今

後
、
多
く
の
後
輩
が
で
き
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
今
、
先

輩
方
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
思
い
と

同
じ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
入
団
し
、
消
防
防
災
活

動
以
外
の
点
で
特
に
感
じ
て
い
る
こ

と
は
、
縦
の
世
代
間
交
流
が
で
き
る

こ
と
い
う
こ
と
で
す
。
昨
今
、
ど
こ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
欠
乏
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
反
省
会
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
世
代
の
方
々
と
時
に
は
お
酒
を
飲

み
な
が
ら
、
談
笑
や
色
々
な
情
報
交

換
が
で
き
る
場
が
あ
る
と
い
う
事
は

非
常
に
重
要
な
機
会
を
得
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
を
大
切
に
し
、
一
層

地
域
の
み
な
さ
ま
と
交
流
を
深
め
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
色
々
と
困
難
な
現
場

を
経
験
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
先
輩
方
と
と
も
に
地
域

の
安
全
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　

「
わ
が
ま
ち
の
重
要
文
化
財
」

神
戸
市
北
消
防
団
大
沢
支
団

わ

れ

ら

若

手

消

防

団

員

わ

れ

ら

若

手

消

防

団

員

〈18〉〈18〉

 

「
若
手
消
防
団
員
と
し
て
」

　
　

小
野
市
消
防
団

　
　
　
　

東
分
団
班
長

岡
嶋
良
和

　

消
防
団
に
入
団
し
て

　
　

淡
路
市
消
防
団

　
　
　
　

岩
屋
地
区
第
一
分
団

小
濃
良
正

豊歳神社
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消
防
団
に
入
団
し
て
早
も
う
三
〇

年
が
経
ち
ま
す
。
二
〇
歳
の
時
、
地

元
消
防
団
の
部
長
さ
ん
に
、
今
年
の

年
末
警
戒
か
ら
、
消
防
団
に
入
っ
て

く
れ
な
い
か
と
誘
い
が
あ
り
ま
し

　
「
花
と
ホ
タ
ル
の
ま
ち
」
姫
路
市

安
富
町
は
、
姫
路
市
の
北
西
部
に
位

置
し
ま
す
。

　

町
の
東
西
を
中
国
自
動
車
道
が
走

り
、
国
道
二
九
号
線
が
管
内
の
南
部

を
走
っ
て
い
ま
す
。
交
通
の
便
に
恵

ま
れ
、
京
阪
神
や
近
隣
都
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
人
口
増
加
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

安
富
町
に
は
、
巨
大
な
岩
盤
の
上

に
長
い
年
月
の
間
に
水
の
浸
食
作
用

で
出
来
た
大
小
の
甌
穴
（
お
う
け

つ
）
が
め
ず
ら
し
い
名
勝
「
鹿
ヶ
壺
」

が
あ
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど

も
整
備
さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
人
気
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

安
志
加
茂
神
社
境
内
に
は
地
域
の
花

の
あ
じ
さ
い
約
三
〇
〇
〇
本
が
植
え

ら
れ
、
六
月
中
旬
か
ら
住
民
は
も
ち

ろ
ん
、
遠
来
よ
り
の
観
光
客
の
目
を

薄
紫
の
美
し
い
花
々
が
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

安
富
町
消
防
団
は
、
昭
和
三
一
年

七
月
一
日
、
安
師
村
と
富
栖
村
が

合
併
し
安
富
町
と
な
り
、
団
員
数

四
三
〇
人
、
一
五
分
団
で
発
足
し
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
、
可
搬
ポ

ン
プ
二
台
、
手
引
ポ
ン
プ
一
〇
台
の

資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
四
四
年
に
入
団
し
、

幾
多
の
災
害
に
出
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
班
長
当
時
に
発
生
し
た
山
火
事

が
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま

す
。
町
の
ほ
と
ん
ど
が
山
々
に
囲
ま

れ
た
我
が
町
は
、
一
度
火
災
が
発
生

す
る
と
瞬
く
間
に
山
々
を
飲
み
込
む

ほ
ど
の
勢
い
で
燃
え
広
が
り
ま
す
。

現
在
の
よ
う
に
消
防
車
両
等
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
、
そ
の
勢
い

を
止
め
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
を

極
め
ま
し
た
。
真
っ
赤
に
燃
え
広
が

る
山
々
を
見
上
げ
、
道
な
き
道
に

ホ
ー
ス
を
展
長
し
、
全
団
員
で
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
ひ
た
す
ら
消
火
活
動

に
専
念
す
る
の
み
で
し
た
。
団
員
一

人
ひ
と
り
が
使
命
感
と
誇
り
を
も
っ

て
活
動
し
、
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
の

で
す
が
、
皮
肉
に
も
翌
週
、
同
じ
場

所
で
再
び
山
火
事
が
発
生
し
た
の
で

す
。
あ
た
り
一
面
が
焼
け
野
原
の
よ

う
で
し
た
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
惨
禍
は
起
こ

し
た
く
な
い
。
防
火
防
災
の
意
識
を

も
っ
て
全
団
員
で
こ
の
痛
ま
し
い
山

林
火
災
を
教
訓
に
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
山
林
は
、
私
の
住
ま
い

の
近
く
で
、
今
で
は
そ
の
後
に
植
林

を
し
た
ヒ
ノ
キ
が
大
き
く
育
っ
て
い

ま
す
。

　

見
上
げ
る
た
び
に
思
い
出
し
ま

す
。
山
林
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
消
火

の
大
変
さ
を
。

　

平
成
一
八
年
に
、
姫
路
市
と
安

富
町
の
合
併
に
よ
り
、「
姫
路
市
安

富
町
消
防
団
」（
一
五
分
団
、
定
員

二
五
二
人
）
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
き
り
、
平
成
二
二
年
に
は
分
団

再
編
を
控
え
、
団
員
定
数
は
減
少
と

な
り
ま
す
が
、
山
崎
断
層
帯
を
抱
え

る
わ
が
町
は
、
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
消

防
団
と
し
て
、
数
々
の
訓
練
に
取
り

組
み
団
員
一
人
ひ
と
り
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
執
り
、
市
民
の
大
き
な
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い

き
ま
す

　

平
成
二
一
年
一
月
一
八
日
、「
伊

丹
市
総
合
防
災
訓
練
」
が
大
阪
府
と

の
県
境
を
流
れ
る
猪
名
川
左
岸
河
川

敷
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
伊
丹
市

災
害
対
策
各
部
、
自
衛
隊
、
警
察
等

の
防
災
関
係
機
関
、
医
療
関
係
者
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
各
社
、
自
主
防
災

会
、
市
民
団
体
等
の
訓
練
参
加
人
員

五
二
〇
名
、
参
観
人
員
一
〇
〇
〇
名

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
訓
練
は
、
兵
庫
県
南
東

部
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
、
本
市
に
お
い

て
は
震
度
六
強
を
観
測
し
、
市
内
各

地
で
ビ
ル
・
家
屋
の
倒
壊
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
途
絶
、
車
両
事
故
が
多
発

し
、
伊
丹
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、

防
災
関
係
各
機
関
に
よ
り
災
害
応
急

対
応
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。　

　

伊
丹
市
消
防
団
は
、常
備
消
防
隊
、

隣
接
他
市
常
備
消
防
隊
と
と
も
に
地

震
に
よ
り
発
生
し
た
大
規
模
火
災
の

消
火
訓
練
に
参
加
し
、
猪
名
川
よ
り

自
然
水
利
を
取
り
、
他
の
消
防
隊
と

連
携
・
中
継
を
行
い
、
訓
練
会
場
に

設
営
さ
れ
た
倒
壊
ビ
ル
、
家
屋
に
対

し
消
火
放
水
を
実
施
。

　

多
数
の
関
係
者
、
市
民
が
参
観
す

る
緊
張
の
中
、
日
頃
の
訓
練
を
発
揮

す
べ
く
分
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
出

動
～
水
利
部
署
、
ホ
ー
ス
延
長
、
ポ

ン
プ
操
作
、
火
点
注
水
を
迅
速
に
行

い
、
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
市
消
防
団
は
、明
治
四
二
年「
伊

丹
消
防
組
」
と
し
て
発
足
し
、
昭
和

二
三
年
「
伊
丹
市
消
防
団
」
と
し
て

自
治
体
消
防
体
制
と
な
り
、現
在
は
、

岸
谷
消
防
団
長
以
下
、
一
本
部
六
分

団
九
三
名
で
地
域
に
密
着
し
た
防
火

防
災
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
春
・
秋
の
火
災
予

防
週
間
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
出
水

期
に
お
け
る
水
防
工
法
訓
練
、
年
末

特
別
警
戒
、
日
頃
の
ポ
ン
プ
操
法
訓

練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
救
急
蘇
生
法

の
訓
練
な
ど
地
域
防
災
の
要
と
し
て

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
二
年
度
に
実
施
さ

れ
る
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
で
は
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
の
出
場
が
決
定
し

て
お
り
、
昨
年
よ
り
大
会
に
向
け
た

訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
過
去
に

出
場
し
た
大
会
に
お
い
て
は
、
上
位

入
賞
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

平
成
二
二
年
度
の
大
会
で
は
悔
い
の

残
ら
な
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
メ

ン
バ
ー
一
同
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

毎
年
、
多
く
の
被
害
を
出
す
災
害

が
、全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
そ
の
時
」、市
民
の
「
生
命
・
財
産
」、

ま
た
「
自
分
達
の
ま
ち
」
を
守
る
た

め
、地
域
防
災
の
精
神
を
強
く
持
ち
、

伊
丹
市
消
防
団
は
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

「
私
の
消
防
今
昔
話
」

　

丹
波
市
消
防
団

　
　
　
　

筆
頭
副
団
長

谷
口　

政
則

�

た
。
ま
だ
ま
だ
遊
び
た
い
盛
り
に
消

防
活
動
な
ん
か
と
思
っ
た
の
は
本
音

で
す
。

　

家
へ
帰
る
と
、ハ
ッ
ピ
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
長
靴
が
置
い
て
あ
り
、
父
親
か

ら
、「
お
前
も
一
人
前
に
認
め
ら
れ

た
ん
や
。
先
輩
団
員
に
可
愛
い
が
っ

て
も
ら
い
や
。」
と
言
わ
れ
「
あ
あ
」

と
無
愛
想
な
返
事
を
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
年
の
年
末
警
戒
か
ら
消
防
活

動
に
参
加
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
丹
波
の
里
は
け
っ
こ
う
雪

が
降
り
積
も
り
、
長
靴
が
埋
ま
る
ほ

ど
の
雪
の
中
を
鐘
を
振
り
な
が
ら
歩

い
て
警
戒
す
る
の
で
す
。
寒
さ
で
手

足
が
冷
え
早
く
帰
り
た
い
と
思
い
な

「
風
光
明
媚
な

 

わ
が
町
を
守
る
」

　
　

安
富
町
消
防
団
長

　

梅
田　

善
幸

が
ら
警
戒
し
て
い
ま
し
た
。
詰
所
に

戻
る
と
、「
お
疲
れ
、
早
う
暖
ま
り
」

と
先
輩
達
が
優
し
く
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
詰
所
と
言
っ
て
も
ボ
ロ
ボ
ロ

で
ガ
ラ
ス
は
割
れ
て
、
隙
間
風
が
入

り
ひ
ど
い
所
で
し
た
。
明
方
の
三
時

ま
で
警
戒
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
間

先
輩
団
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

き
、
感
銘
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
も
、
建
物
火
災
や
山

火
事
、
水
防
活
動
な
ど
、
い
ろ
ん
な

災
害
に
出
動
し
ま
し
た
。
筒
先
を

持
っ
て
火
の
中
へ
入
っ
た
事
も
有

り
、
又
あ
る
時
は
遺
体
を
毛
布
に
く

る
ん
で
外
へ
出
し
た
事
も
有
り
ま
し

た
。
今
、
筆
頭
副
団
長
の
職
に
就
い

て
思
う
事
は
、
今
と
昔
は
変
わ
っ
た

　

大
規
模
火
災
消
火
訓
練

 

～
伊
丹
市
総
合
防
災
訓
練
～　
　

伊
丹
市
消
防
団

が
、
心
は
一
つ
頑
張
り
ま
す
。

伊丹市総合防災訓練
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編
集
後
記

　

吹
く
風
も
心
地
よ
い
好
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
一
面
に
て
、

平
成
二
一
年
春
の
叙
勲
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
消
防
団
今
昔
に
は

安
富
町
消
防
団
団
長
梅
田
善
幸
さ

ん
、
丹
波
市
消
防
団
筆
頭
副
団
長
谷

口
政
則
さ
ん
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
「
兵
庫
消
防
」

の
編
集
は
前
任
の
谷
に
代
わ
り
、
新

し
く
山
本
が
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

佐
用
町
消
防
団
は
、
旧
佐
用
郡
四

町
（
佐
用
町
・
上
月
町
・
南
光
町
・

三
日
月
町
）の
消
防
団
が
統
合
さ
れ
、

平
成
一
八
年
四
月
一
日
新
た
に
発
足

し
ま
し
た
。
分
団
数
が
五
五
、
団
員

数
一
一
五
五
名
、
消
防
車
両
六
九

台
を
有
す
る
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た

が
、
旧
町
ご
と
に
支
団
長
（
専
任
副

団
長
）
を
配
し
管
轄
エ
リ
ア
を
分
割

す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
性
を
高
め

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
四
月
五
日
に
南
光
ス

ポ
ー
ツ
公
園
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
佐
用
町
消
防
出
初
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
も
上
が
り
、
満
開
の
桜

の
下
、
西
播
磨
県
民
局
長
を
始
め
多

数
の
ご
来
賓
に
参
加
い
た
だ
き
、
隊

列
行
進
・
団
旗
入
場
な
ど
厳
粛
に
開

会
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
本
年
四
月
か
ら
の
新
し

く
幹
部
と
な
っ
た
団
員
（
副
団
長
及

び
分
団
長
）
全
員
に
、
松
田
消
防
団

長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
か
ら
「
消
防
団

と
消
防
署
が
常
に
連
携
を
図
り
、
今

後
益
々
の
消
防
防
災
活
動
を
期
待
し

ま
す
」
と
の
式
辞
の
後
、
団
長
よ
り

「
私
た
ち
消
防
団
が
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
団

結
し
た
活
動
を
期
待
す
る
」
と
の
訓

示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
年
度
四
九
名
の
新
入

団
員
を
代
表
し
、
佐
用
第
一
機
動
分

団
の
保
井
団
員
に
辞
令
交
付
を
行
っ

た
後
、
保
井
団
員
が
「
先
輩
諸
氏
の

教
え
を
守
り
、
積
極
果
敢
な
消
防
防

災
活
動
を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
心
得
を
七
つ
に
ま
と

め
た
「
消
防
団
員
信
条
」
を
朗
読
し

た
後
、
各
種
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

消
防
庁
長
官
表
彰
・
兵
庫
県
知
事

表
彰
・
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
・
兵

庫
県
消
防
協
会
長
表
彰
・
町
長
表
彰
・

団
長
表
彰
な
ど
、
総
勢
一
五
六
名
が

表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ま
し
た
、

　

次
に
、
三
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
り
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
た
本

年
三
月
末
の
退
団
者
に
、
町
長
か
ら

感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
を
飾
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
ポ
ン
プ
自
動
車
九

台
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

見
学
者
は
「
力
強
い
放
水
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
達
の

生
活
を
守
っ
て
頂
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

「
積
極
果
敢
な
消
防
活
動
を
」

 

～
佐
用
町
消
防
出
初
式　

佐
用
町
消
防
団

http://www.hyogoshoubou.jp/

団旗に注目！

力強い新入団員宣誓

「こんにちは！ひょうごの消防団です」


